
講座名を「地域を守る建設業の秘密！建設ガジェット大研究～工事現場で働く様々な機械に
乗ってみよう‼」とし、事前に登録した小学４～６年生たちと保護者の方に参加していただき
ました。
紙芝居「道路ができるまで」、パネルによる建設業についての展示、重機の搭乗体験では、
会員の補助を受けながらバックホウで丸太を掴んで動かす操作、クレーン付トラックで吊るし
た重りを狙った位置に置く操作を体験。コンバインドローラでは空き缶を潰しながら進み、高
所作業車の搭乗では遠くの景色まで望めることに驚いていました。滑車の学習では、重さ20㎏
の水タンクを６本のロープで引き上げる実験を行いました。
引き続き午後も一般開放して重機搭乗体験会を行い、受付に行列ができるほど盛況でした。

栃木県建設業協会は、今後も『とちぎ子どもの未来創造大学』に参加し、子どもたちに建設の仕事体験を通
じて建設という仕事を広く理解いただき、未来の担い手となるきっかけになるよう、このような活動を継続し
てまいります。

道路ができるまでの工程を、主に低学年向けにわかりやすいよう
紙芝居を使って説明しました。

日光市内における災害復旧・除雪作業の様子を展示して説明を行い、建設業は
日夜、身近なところで皆さんの安心・安全のために働いていることを説明しました。

滑車のはたらき方の実験では、滑車の仕組みによりお子さんの力でも20㎏の
水が入ったタンクを一人で持ち上げられる体験をしてもらいました。

バックホウ、コンバインドローラ、高所作業車、クレーン付トラックに乗ってもらい、
建設業で日常的に使用されている建設機械を身近に感じてもらえるようそれぞれの建設
機械の搭乗体験を行いました。

クレーン付トラック
高所作業車

コンバインド
ローラ

バックホウ
日光支部

紙芝居「道路ができるまで」

パネルによる建設業についての展示

“とちぎ子どもの  未来創造大学”で

重機搭乗体験

滑車のはたらき方実験

遠くまで見えた

倒木も軽々
空き缶

重い物も
持ち上がりました

栃木県建設業協会 の講座を開催!!
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栃木県建設業協会は、県民の安全・安心な暮らしを守るため、日々、活動しています。「栃建協（とちけんきょう）」：一般社団法人栃木県建設業協会の略称。各地域に根付いている建設業者が情報をお届けしています。


